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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 
第69期（決算日 2025年７月10日）第70期（決算日 2025年10月10日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「日興ジャパン高配当株式ファンド」は、2025年10月10日に第70期の決算を行ないましたので、第69期
と第70期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2008年５月30日から原則無期限です。 

運 用 方 針 主として「ジャパン高配当株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざします。 

主要運用対象 

日興ジャパン高配当株式ファンド 「ジャパン高配当株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

ジャパン高配当株式マザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

日興ジャパン高配当株式ファンド 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

ジャパン高配当株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

分 配 方 針 

第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水

準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないことも

あります。 
 

＜952680＞ 

日興ジャパン高配当株式ファンド 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込み 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

61期(2023年７月10日) 24,059 90 17.0 3,729.74 13.7 98.0 － 8,697 

62期(2023年10月10日) 25,746 120 7.5 3,879.47 4.0 95.7 － 14,387 

63期(2024年１月10日) 26,582 120 3.7 4,108.89 5.9 98.0 － 18,877 

64期(2024年４月10日) 29,483 120 11.4 4,655.37 13.3 97.5 － 25,939 

65期(2024年７月10日) 30,243 150 3.1 4,947.89 6.3 98.6 － 26,372 

66期(2024年10月10日) 28,811 150 △ 4.2 4,659.00 △ 5.8 97.4 － 25,040 

67期(2025年１月10日) 28,419 150 △ 0.8 4,669.43 0.2 98.7 － 24,225 

68期(2025年４月10日) 27,363 150 △ 3.2 4,418.88 △ 5.4 97.2 － 23,608 

69期(2025年７月10日) 30,528 180 12.2 4,903.92 11.0 98.6 － 25,944 

70期(2025年10月10日) 33,892 180 11.6 5,629.29 14.8 97.8 － 27,348 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
         

 

  



品 名：90002_952680_070_03_日興ジャパン高配当株式ファンド_1081084.docx 

日 時：2025/11/20 10:58:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

日興ジャパン高配当株式ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込み 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

第69期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2025年４月10日 27,363 － 4,418.88 － 97.2 

４月末 28,758 5.1 4,641.96 5.0 96.8 

５月末 30,290 10.7 4,878.83 10.4 97.4 

６月末 30,666 12.1 4,974.53 12.6 98.0 

(期  末)      

2025年７月10日 30,708 12.2 4,903.92 11.0 98.6 

第70期 

(期  首)      

2025年７月10日 30,528 － 4,903.92 － 98.6 

７月末 31,867 4.4 5,132.22 4.7 98.8 

８月末 33,762 10.6 5,363.98 9.4 98.7 

９月末 34,389 12.6 5,523.68 12.6 96.9 

(期  末)      

2025年10月10日 34,072 11.6 5,629.29 14.8 97.8 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

○運用経過 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込みは、作成期首（2025年４月10日）の値が基準価額と同一となるよう

に指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込みは当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、わが国の金融商品取引所に上場されている株式の中から、将来の配当成長が期待

できる銘柄に実質的に投資を行ない、インカム収入のみならず、中長期的な値上がり益を確保することをめざ

して運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・米国の生成ＡＩ（人工知能）投資の拡大などを背景に国内の関連株が堅調な動きとなったこと。 

・日本と米国との関税交渉の妥結を受けて、米国の相互関税による景気の悪化懸念が後退するとの期待が広

がったこと。 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が利下げを再開し米国の株式市場が上昇したこと。 

・「住友電気工業」、「豊田通商」、「みずほフィナンシャルグループ」などの銘柄保有が貢献したこと。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

＜値下がり要因＞ 

・日米の財務相会談で円安の是正が求められるとの警戒感から円高／アメリカドル安が一時進行したこと。 

・中東情勢の緊迫化を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まったこと。 

・「ＫＤＤＩ」、「大和ハウス工業」などの銘柄保有が影響したこと。 

 

 

（株式市況） 

国内株式市場では、主要な株価指数は期間の初めと比べて上昇しました。 

日米の財務相会談で円安の是正が求められるとの警戒感から円高／アメリカドル安が一時進行したことや、

中東情勢の緊迫化を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどが株価の重しとなったものの、金融

政策決定会合後の日銀総裁の記者会見での発言を背景に日銀が追加利上げに消極的との見方が広がったこと

や、日本と米国との関税交渉の妥結を受けて、米国の相互関税による景気の悪化懸念が後退するとの期待が広

がったこと、2025年４－６月期の実質国内総生産（ＧＤＰ）速報値が市場予想を上回り、欧米株式に比べて出

遅れ感が意識されたこと、米国の生成ＡＩ投資の拡大などを背景に国内の関連株が堅調な動きとなったこと、

ＦＲＢが利下げを再開し米国の株式市場が上昇したこと、自民党新総裁による財政拡張的な政策が進むとの

期待が高まったことなどが追い風となり、国内の主要な株価指数は上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ジャパン高配当株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（ジャパン高配当株式マザーファンド） 

原則として「予想配当利回りが市場平均以上の企業の中から、今後の配当成長が期待できる企業を厳選して

投資する」という投資方針に基づき、運用を行ないました。銘柄選定においては、配当利回りと配当の成長性

に注目したほか、業績や財務の安定性、競争力の高さ、株価指標の割安性などを重視しました。 

期間中に保有比率を高めに維持した投資対象は、総合商社などの「卸売業」や「銀行業」、「電気機器」など

のセクターでした。 

個別銘柄では「積水ハウス」、「積水化学工業」などを新規に組み入れる一方、「大和ハウス工業」、「テクノ

プロ・ホールディングス」などを売却し、ポートフォリオの銘柄入替えを進めました。 

 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第69期 第70期 

2025年４月11日～ 
2025年７月10日 

2025年７月11日～ 
2025年10月10日 

当期分配金 180  180  

(対基準価額比率) 0.586％ 0.528％ 

 当期の収益 71  180  

 当期の収益以外 109  －  

翌期繰越分配対象額 21,729  24,944   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）配当込みは当ファンドの参考指数

です。 



品 名：90002_952680_070_03_日興ジャパン高配当株式ファンド_1081084.docx 

日 時：2025/11/20 10:58:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

日興ジャパン高配当株式ファンド 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「ジャパン高配当株式マザーファンド」受益証券を原則として高位

に組み入れて運用を行ないます。 

 

（ジャパン高配当株式マザーファンド） 

当ファンドでは、配当利回りと配当の成長に注目した投資方針を維持していきます。企業との対話を通じ

て、競争力の源泉、今後の業績動向、株主還元に対する経営の姿勢などを精査することで、中期的に配当を増

加させることが可能な企業を選別する方針です。財務内容が健全で、将来に向けた成長戦略と、株主還元のバ

ランスがとれた経営を行なっている企業を厳選してポートフォリオを構築することで、日本企業が資本効率

を重視した経営に移行する構造的な変化を捉えることができると考えています。 

投資対象としては、中期的に見た業績拡大と配当の成長が見込まれる「卸売業」、「電気機器」、「銀行業」、

「化学」などに注目しています。足元の企業業績は関税の影響などが懸念される状況ですが、減益見通しでも

増配を実施する企業が増えているなど、株主還元を積極化する動きが強まっていることから、配当利回りの面

でさらに魅力が高まるとみられる企業を選別して投資を行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

項 目 
第69期～第70期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 188  0.596  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 89)  (0.281)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 89)  (0.281)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 10   0.031   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.031)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.006   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  1)  (0.004)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 200   0.633    

作成期間の平均基準価額は、31,622円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.20％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

○売買及び取引の状況 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

 

銘 柄 
第69期～第70期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ジャパン高配当株式マザーファンド 283,042 1,341,790 720,131 3,501,095 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

 

項 目 
第69期～第70期 

ジャパン高配当株式マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 11,096,198千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 25,996,185千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.42   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年４月11日～2025年10月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

○組入資産の明細 (2025年10月10日現在) 

 

銘 柄 
第68期末 第70期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン高配当株式マザーファンド 5,652,974 5,215,886 27,317,164 
 
（注） 親投資信託の2025年10月10日現在の受益権総口数は、5,215,886千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年10月10日現在) 

項 目 
第70期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン高配当株式マザーファンド 27,317,164 98.2 

コール・ローン等、その他 501,457 1.8 

投資信託財産総額 27,818,621 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第69期末 第70期末 

2025年７月10日現在 2025年10月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 26,260,232,119   27,818,621,796   

 コール・ローン等 189,769,230   224,096,418   

 ジャパン高配当株式マザーファンド(評価額) 25,822,388,487   27,317,164,141   

 未収入金 248,071,877   277,358,256   

 未収利息 2,525   2,981   

(B) 負債 315,476,242   469,821,306   

 未払収益分配金 152,975,703   145,249,746   

 未払解約金 86,497,191   241,581,749   

 未払信託報酬 75,208,279   81,610,493   

 その他未払費用 795,069   1,379,318   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 25,944,755,877   27,348,800,490   

 元本 8,498,650,218   8,069,430,337   

 次期繰越損益金 17,446,105,659   19,279,370,153   

(D) 受益権総口数 8,498,650,218口 8,069,430,337口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 30,528円 33,892円 
 
（注） 当ファンドの第69期首元本額は8,627,990,556円、第69～70期中追加設定元本額は928,853,480円、第69～70期中一部解約元本額は

1,487,413,699円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第69期3.0528円、第70期3.3892円です。 

  

親投資信託残高 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第69期 第70期 

2025年４月11日～ 
2025年７月10日 

2025年７月11日～ 
2025年10月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 236,917   253,130   

 受取利息 236,917   253,130   

(B) 有価証券売買損益 2,841,696,047   2,812,939,905   

 売買益 2,987,682,504   3,011,028,018   

 売買損 △   145,986,457   △   198,088,113   

(C) 信託報酬等 △    76,003,348   △    82,473,258   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,765,929,616   2,730,719,777   

(E) 前期繰越損益金 1,952,494,271   4,106,950,070   

(F) 追加信託差損益金 12,880,657,475   12,586,950,052   

 (配当等相当額) (  13,900,738,859)  (  13,427,680,900)  

 (売買損益相当額) (△ 1,020,081,384)  (△   840,730,848)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 17,599,081,362   19,424,619,899   

(H) 収益分配金 △   152,975,703   △   145,249,746   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 17,446,105,659   19,279,370,153   

 追加信託差損益金 12,880,657,475   12,586,950,052   

 (配当等相当額) (  13,901,868,976)  (  13,436,746,739)  

 (売買損益相当額) (△ 1,021,211,501)  (△   849,796,687)  

 分配準備積立金 4,565,448,184   6,692,420,101   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2025年４月11日～2025年10月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年４月11日～ 
2025年７月10日 

2025年７月11日～ 
2025年10月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 60,338,893円 377,878,889円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 401,016,112円 2,352,840,888円 

c. 信託約款に定める収益調整金 13,901,868,976円 13,436,746,739円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 4,257,068,882円 4,106,950,070円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 18,620,292,863円 20,274,416,586円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 21,909円 25,124円 

g. 分配金 152,975,703円 145,249,746円 

h. 分配金(１万口当たり) 180円 180円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興ジャパン高配当株式ファンド 

○分配金のお知らせ  

 第69期 第70期 

１万口当たり分配金（税込み） 180円 180円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年４月11日から2025年10月10日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第56条） 

 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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